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1. 概要 

 

1-(1) 雪かき道場の発足の背景とこれまでの実績 

 

雪かき道場は、平成 19年 1月より始めた、雪かきの知識と技術を伝承する研修会である。平成

18 年豪雪では新潟県中越地方をはじめ、全国で 152 名の方々が犠牲になった。そのうち全体の 4

分の 3 が除雪作業中の事故によるもので、さらにそのうちの約半数が屋根の雪下ろし作業中の事

故で犠牲になっている。また、雪に慣れた豪雪地帯でも、毎年のように除雪作業中の事故が発生

し、その数は減ることはない。今冬も屋根雪処理中の転落事故が相次ぎ、特に高齢の犠牲者の数

が増加傾向にある。 

一方、除雪作業は基本的には自助あるいは地域内における共助で対応すべきであるが、平成 18

年豪雪のような場合、特に過疎・高齢化が進む中山間地では、地域外からのボランティアなどの

戦力も必要になる。しかし「喉から手が出るほど欲しい」全国各地からのボランティアの支援で

あるはずなのに、スコップすら持ったことがない雪に不慣れなボランティアに屋根雪除雪などの

危険な作業を依頼できないジレンマがあった。また、受け入れる自治体や集落側としても、これ

まで外部の支援を受け入れたことがなく「謝礼はいくら支払えばよいのか」「宿泊場所はどのよう

に確保すればよいのか」等の問題を抱えたまま、結局ボランティアの申し出を断る場面も多く見

受けられた。 

そこでこれらの課題に対処するため、NPO中越防災フロンティアを事務局として、雪に不慣れ

なボランティアに対して地元のベテランから雪かきの知識と技術を学ぶ研修会と、いざという時

のための地元の受け入れ訓練を兼ねた実践的な取組として立ち上げたのが、「雪かき道場」である。

これまでに新潟県をはじめ、富山県、岐阜県、長野県、山形県にまたがる 20 ヶ所以上で開催し、

一部の開催地では「暖簾分け」を済ませたり、北海道の「雪はね探検隊」とは連携を深めたりし

てきた。(表 1-1) 

<表 1-1 雪かき道場の開催実績> 

当初は「除雪未経験ボランティアのための雪かき研修」に重きをおいていたが、何冬季かの開

催経験を経て、むしろ「地域のボランティア受け入れ訓練」の意義が大きいことに気づいた。そ

の後、参加者のアンケート結果から、冬の体験交流プログラム、地域防災力向上のきっかけ、広

 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 

 

開 

催 

数 

初級 4回 

上級 1回 

初級 7回 

中級 1回 

上級 1回 

キッズ 1回 

初級 4回 

中級 1回 

上級 1回 

初級 4回 

中級 1回 

初級 5回 

中級 2回 

初級 5回 

中級 2回 

初級 5回 

中級 1回 

上級 1回 

初級 5回 

中級 2回 

上級 2回 

初級 5回 

中級 3回 

上級 1回 

 
 

エ 

リ 

ア 

新潟県 

・長岡市 

・小千谷市 

・湯沢町 

長野県 

・飯山市 

新潟県 

・長岡市 

・小千谷市 

・十日町市 

・南魚沼市 

長野県 

・飯山市 

・信濃町 

新潟県 

・十日町市 

長野県 

・木島平村 

山形県 

・村山市 

富山県 

・高岡市 

新潟県 

・十日町市 

・長岡市川口 

山形県 

・村山市 

岐阜県 

・高山市高根 

新潟県 

・十日町市 

・長岡市川口 

・長岡市小国 

山形県 

・尾花沢市 

富山県 

・上市町 

新潟県 

・十日町市 

・長岡市川口 

・長岡市小国 

富山県 

・黒部市 

・南砺市 

新潟県 

・十日町市 

・長岡市川口 

・長岡市小国 

富山県 

・立山町 

・南砺市 

新潟県 

・十日町市 

・長岡市川口 

・長岡市山古志 

富山県 

・南砺市 

新潟県 

・十日町市 

・長岡市川口 

・長岡市山古志 

富山県 

・南砺市 

兵庫県 

・香美町 

修 

了 

者 

108名 185名 100名 103名 108名 135名 117名 140名 138名 
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域の草の根防災交流の促進、地域の除雪安全意識の高揚と安全対策の普及促進など、と様々な効

果を実感することとなった。 

一方で地域の声も受け止めながら、毎年少しずつ開催テーマを更新してミッションの調整・再

定義を図ってきた。近年では除雪安全、特に雪下ろし安全にも力を入れ、雪下ろしに特化した安

全帯の企画販売、講習会の開催、命綱を固定するアンカーの普及啓発および、これらに関わる研

究も進めている。 
 

 

1-(2) 雪かき道場の特徴 

 

 雪かき道場は、雪に不慣れな非豪雪地帯の若者等に対して、除雪技術の基本を指導する研修会

である。指導に当たっては開催地のベテラン指導者を「師範」と呼び、雪かき道場スタッフが「師

範代」として、雪かき道場の参加者と地元の橋渡しをコーディネートしながら双方向性のある「学

び」と「交流」の場を創出している。 

参加者の技能や経験に応じて 3 つのコースを設け、初級は地上の雪かき作業、中級は屋根の雪

下ろし作業、上級は除雪作業全般の段取りまで行う。(表 1-2) 

 

<表 1-2 雪かき道場の段位制と認定証> 

初級コース 

 

 

雪かきの基礎を「雪かき道<越後流>指南書」を使用し、講義

(座学)形式で学ぶ。その後、カンジキの履き方、スコップや

スノーダンプなどの実技演習を行ったのち、集落内に入り、

実際に除雪作業を行う。雪かき体操やユキカキカルタなど

によるレクリエーションも取り込み、雪に親しんでもらう

ことを目的としている。 

中級コース 

 

 

初級コースを修了した方や、雪国での除雪経験がある方を

対象に、主に屋根雪除雪に関する技術を学ぶ。命綱(安全帯)

やロープに関する講習と実地講習を行い、より安全、かつ

効率的に除雪作業ができる技術を習得する。 

上級コース 

 

 

除雪のリーダーをめざし、チームを率いながら段取りよく

作業を計画するスキルを習得する。また、命綱の取扱いや、

万が一の際の雪中埋没者の捜索や、負傷者の搬送訓練等も

行う。 

 

また、雪かき道場は、雪国の最大の地域資源ともいえる「雪」に着目するのみでなく、住民に

とっては余計な重労働でしかなかった「雪かき」に新たな価値を見出し、マイナスをプラスに転

換する発想によって、雪国の安全と活力を創出しようという、他に類のない画期的な取組である。 
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2. 活動報告 

 

2-(1) H27年度の活動報告 

 

 H27 年度の越後雪かき道場の活動実績は、下記に示す通りで、新潟県内外の 5 か所において開

催し、延べ 107名の修了者を輩出した。 

<越後雪かき道場®シーズン 2016 の参加人数> 

日付 場所 参加者(修了認定者) 

1/30～31 新潟県長岡市川口木沢 27 名(初級 20、上級 7) 

2/6～7 新潟県長岡市山古志 31 名(初級 18、中級 13) 

2/6～7 富山県南砺市太美山 7 名(中級 7) 

2/13～14 富山県富山市八尾町大長谷 15 名(初級 12、上級 3) 

2/20～21 長野県長野市鬼無里 27 名(初級 27) 

合計 107 名 

  

 活動が 10年目を迎える今シーズンは、上記の開催場所においてこれまでのように広域的な除雪

ボランティアの受け入れと育成を行うだけでなく、越後雪かき道場®が 10年にわたって取り組ん

できた「Snow Safety(除雪安全)」と「Snow Rescue(除雪ボランティア)」の活動の集大成として、

ソフト、ハードの両面から活動を行い「Snow Innovation(雪国の革新)」を伝播していくため、下

記の 3つ活動に重点を置いて活動を行った。 

 

(1) ソフト的な活動 

 除雪ボランティアに対する安全教育や、作業現場での段取り等を含む一連のコーディネートを

行える「除雪リーダー」を養成するため、越後雪かき道場®の「上級コース」のカリキュラムの

中で、除雪作業計画・準備から当日の運営と実践、作業後の振り返りまで行った。 

 

  

座学の様子 基本実技の指導 
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上級コースの埋没者搬送訓練 上級コースの屋根雪除雪 

  

 また、上記の除雪リーダーが所属する団体には、本家越後雪かき道場®より「のれん分け」を

行い、○○雪かき道場として、除雪技術の指導及び受け入れ地域の防災力の向上と除雪安全の啓

発活動に励行してもらった。 

 H27 年度においては、群馬県片品村の片品村社会福祉協議会をのれん分けの対象団体として、

「上州雪かき道場」の開催準備から当日の運営までを指導、支援し、のれん分けの判定を行い、

「上州雪かき道場」開催運営団体として認定を行った。 

 

  

安全講習の様子 作業後の集合写真 

  

のれん分け式 公認証書 
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 さらに、新潟県のボランティア登録制度「スコップ」と連携し、越後雪かき道場®から講師派

遣を行い屋根雪除雪に関わる安全指導を行うとともに、「スコップ」参加者に対しても越後雪かき

道場®中級コースの認定を行い、即戦力となる人材を育成した。 

 

(2) ハード的な活動 

 雪かき道場を開催する地元住民や建築組合、行政らと構成する「雪下ろし安全研究会」を開催

し、雪下ろし安全に関する情報交換の場を設けるとともに、アンカーの開発、検討とその普及に

向けた活動を行った。 

 

  

第一回雪下ろし安全研究会(9/28) 第二回雪下ろし安全研究会(10/20) 

 

(3) 雪国イノベーションの広域的な展開 

 越後雪かき道場®の活動を振り返るシンポジウムを 11月 20日(金)に開催し、近県の豪雪地で活

動している団体からの事例発表や意見交換を行い、課題や今後の展開について言及した。 

 シンポジウムでは、越後雪かき道場®の主宰者による基調講演のほか、雪国で活動する他団体

の活動事例の紹介や雪下ろし安全研究会(地元の建築組合等)から最新のアンカー設置の事例等を

紹介してもらった。また、翌 21日(土)には、アンカーの現地見学会を開催した。 

 

 

受付状況 

 

会場内 
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会場内の様子 

 

会場内の様子 

 

NPO 中越防災フロンティア理事長の挨拶 

 

上村教授の基調講演 

 

長野県社会福祉協議会より報告 

 

フレンドシップ木沢より報告 

 

アンカー見学ツアー(腕金式) 

 

アンカー見学ツアー(ワイヤー式) 
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アンカー見学(屋根馬型) 

 

アンカーに安全帯を装着 

 

 

集合写真 
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2-(2) アンケート集計 

 

 NPO 中越防災フロンティアが直営で開催した雪かき道場 2016 シーズンの総参加者は 107 名で

あり、参加者の出身地の分布、及び男女比、年齢比を以下に示す。 
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1

1

1

新潟県

埼玉県

東京都

富山県

茨城県

愛知県

千葉県

長野県

神奈川県

静岡県

宮城県

福島県

三重県

群馬県

 

<出身地別の雪かき道場の参加者数> 

 

 

左図のように、開催県で開催県内の参加者も多

いが、関東や東海地方からの参加者も多く、特

に会社員や大学生が団体で参加したケースも見

受けられた。 

 

 

 

 

 

      <雪かき道場の参加者の出身地分布> 

男性, 77 女性, 30

0% 20% 40% 60% 80% 100%
  

10代以下, 1

10代
16

20代
39

30代
14

40代
10

50代
15

60代
10

70代以上, 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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<参加者の男女比>                                <参加者の年齢比> 

10代以下

10代 20代 30代 40代 50代

60代

70代以上

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

木沢

山古志

富山

鬼無里

10代以下 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

 

<開催地別の参加者の年齢比> 

 

 全体として 10代 20 代の比率が高いのは、すべての会場において大学生の参加人数が多かった

ためであり、特に初開催となった長野市鬼無里では、大学生が 2グループ参加したことにより、

全体の比率が高まった。 

 

<大学生グループでの参加も多かった越後雪かき道場 in 鬼無里> 
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3. 考察 

 

3-(1) 活動の成果 

 

 10年目を迎えた越後雪かき道場®も 107名の修了者とともに無事終了することができた。10年

間を振り返ると、前半は除雪救援のための担い手の確保という大きな課題のもと、「除雪ボランテ

ィアに対する技能研修」という位置づけと、開催地域に対しては「ボランティアの受け入れ訓練」

という、2 つの大きな目的を掲げて開催してきたが、やがて安全帯やアンカーと言った除雪安全

の方面にも力を入れ、ひいては地域防災力の向上に貢献してきた。 

 

 
 

 2016年は、地域課題解決の姿勢として、より能動的な活動に力を入れ、下記のような柱を立て

て、10 年にわたって越後雪かき道場®が築き上げてきたノウハウの普及をより加速する年度とし

て活動してきた。 
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 雪下ろし研究会を継続して開催したことは、後の雪かき道場シンポジウムでの活動報告やアン

カー見学会にもつながり、またのれん分けに関しては、十日町市の池谷地区と群馬県片品村へ展

開することができ、年度当初の目標は達成できたと考えている。 

 

 

3-(2) 今後の課題 

 

 次年度以降は、次の 10年に向けた長期計画を立てるとともに、全国に展開しつつある各地での

雪問題に携わる同胞と情報共有するとともに後進を育て、暖簾を分けていきたいと考えている。 

 越後雪かき道場®道場の立ち位置に関しても、やがてそのミッションを少しずつ再定義してい

く必要があると考えている。 

 

 

安全・安価で使いやすいア

ンカーの開発と普及 

 

除雪安全の普及を加速する

ためのシンポジウム開催 

 

除雪リーダー養成とのれん分

けによる広域的展開 

雪下ろし研究会 

H27 年度の活動 

シンポジウム 暖簾分け・リーダー養成 
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4. 参考資料 

 

4-(1) H27年度の活動報告 

 

【会議・打ち合わせ記録】 

日時 会名称 開催場所 議事 
参加

者数 

7 月 23日(木) 

10:00～12:00 

事務局会議 長岡技術科学大学 

機械棟 411会議室 

 今シーズンの活動内容の検

討。 

 雪下ろし研究会、雪かき道

場シンポジウムの素案検

討。 

6 名 

9 月 28日(月) 

10:00～11:30 

第一回雪下ろし 

安全研究会 

長岡技術科学大学 

機械棟 2 階会議室 

 越後雪かき道場®の年間ス

ケジュールについて確認。 

 雪下ろし研究会の活動につ

いて確認。 

 雪かき道場シンポジウムの

企画について説明。 

14 名 

10月 20日(火) 

13:00～15:00 

第二回雪下ろし 

安全研究会 

長岡技術科学大学 

機械棟 411会議室 

 雪かき道場シンポジウムの

進行について確認。 

 雪下ろし用ハシゴの開発に

ついて(山形県でのデモ日程

を確認) 

9 名 

11月 2日(月) 

13:00～15:00 

事務局会議 中越防災 

フロンティア事務所 

 雪かき道場シンポジウムの

進行と視察地の確認。 

3 名 

11月 24日(火) 

10:00～12:00 

事務局会議 中越防災 

フロンティア事務所 

 雪かき道場シンポジウムの

進行と視察地の確認。 

3 名 

11月 25日(水) 

19:00～20:00 

雪かき道場 in 

鬼無里打ち合わせ 

鬼無里地区 

活性化センター 

 雪かき道場の開催について

地元説明会。 

28 名 

11月 28日(土) 

11:00～12:00 

雪かき道場 

打ち合わせ 

富山市八尾町 

大長谷交流センター 

 雪かき道場の開催について

地元説明会。 

4 名 

12月 8日(火) 

15:00～17:00 

雪かき道場 

打ち合わせ 

片品村花咲の湯  雪かき道場(片品村、のれん

分け)の開催について地元説

明会。 

19 名 

12月 24日(金) 事務局会議 長岡技術科学大学  各地で開催する雪かき道場 3 名 
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13:00～15:00 上村研究室 の詳細打ち合わせ。 

1 月 13日(水) 

13:00～14:00 

事務局会議 長岡技術科学大学 

上村研究室 

 各地で開催する雪かき道場

の詳細打ち合わせ。 

3 名 

1 月 21日(木) 

13:00～15:00 

雪かき道場 

打ち合わせ 

富山市八尾町 

大長谷交流センター 

 雪かき道場の開催について

地元説明会。 

15 名 

 

【講演会・シンポジウム等の開催】 

日時 名称 開催場所 議事 
参加

者数 

11月 20日(金) 

13:00～17:00 

雪かき道場 

シンポジウム 

長岡市震災アーカイブス 

センター 

「きおくみらい」ホール 

 基調講演。 

 関係団体からの事例発表。 

 ディスカッション、意見交

換。 

 

60 名 

11月 21日(土) 

9:30～14:00 

アンカー 

見学ツアー 

魚沼市内  魚沼市内のアンカー設置家

屋の視察(3か所) 

21 名 

 

【地域除雪活動の記録】 

日時 活動名称 活動概要 

1月 30日(土)13:00 

～ 

1月 31日(日)13:00 

越後雪かき道場® 

(長岡市川口木沢) 

 初級コース、上級コースを設定し、安全講習及び安

全帯やロープの使用方法について指導。 

 集落内の除雪。 

 上級コースでは、除雪リーダーの養成講座を設定。 

2 月 3 日(水)10:00 

～16:00 

上州雪かき道場 

(群馬県片品村) 

 雪かき体験コース(初級コース)と小型除雪機コース。 

 次年度以降、地元で開催できるよう、のれん分けの

見極めとしての位置づけ。 

2 月 6 日(土)13:00 

～ 

2 月 7 日(日)13:00 

越後雪かき道場® 

(長岡市山古志) 

 初級コース、中級コースを設定し、安全講習及び安

全帯やロープの使用方法について指導。 

 集落内の除雪。 

2 月 6 日(土)13:00 

～ 

2 月 7 日(日)13:00 

越中雪かき道場 

(富山県南砺市太美山) 

 中級コースを設定し、安全講習及び安全帯やロープ

の使用方法について指導。 

 集落内の除雪。 

2月 13日(土)13:00 

～ 

2月 14日(日)13:00 

越中雪かき道場 

(富山市八尾町大長谷) 

 初級コース、中級コースを設定し、安全講習及び安

全帯やロープの使用方法について指導。 

 ユキカキカルタ作成ワークショップ 

2月 20日(土)13:00 

～ 

2月 21日(日)13:00 

越後雪かき道場® 

in鬼無里 

(長野市鬼無里) 

 初級コースによる除雪技術の指導及び安全講習。 

 集落内の除雪 

 次年度以降、地元で開催できるよう、のれん分けを

見据えた開催。 



14 
 

4-(2) シンポジウム開催案内・越後雪かき道場®開催案内 
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4-(3) 報道資料 

 

 

      平成 27 年 12 月 5 日 朝日新聞(新潟版)   平成 27 年 11 月 27 日 新潟日報 
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平成 28 年 2 月 5 日(新潟日報) 


